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将来の不確実性と結婚意欲の関係（集計結果）

• ５年後に年収が上がる／失業している確率が低いと考えている人のグループの方が、そうでないグループと
比べて、結婚意欲が高い人の割合が高い（左図）。

• また、男女・結婚意欲別に将来の年収や失業確率を集計すると、男性では消極的未婚の人の方が、①将来の
年収を低めに、②将来の失業確率を高めに、考えている傾向が確認できた。他方、女性では男性ほど違いが
確認できなかった（右図）。

（備考）１．回答者のうち、学生と無職を除いた集計。
２．左図においては、「是非、結婚したい」「できれば、結婚したい」と回答した人を「結婚意欲が高い」と分類。
３．右図においては、独身である理由として「結婚資金や結婚後の経済・生活状況に不安があるから」、「子どもを育てるために十分な収入が

得られないから」、「子育ては精神的・肉体的に大変だから」と回答した人を「消極的未婚」と分類。
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